
も
く
じ

最
近
、「
農
村
問
題
と
は
何
か
」
と
い
う

議
論
を
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
思
う
の
は
、
我
が
国
の
農
村

問
題
に
は
3
つ
の
段
階
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
最
初
は
「
課
題
地
域
問
題
」
で
あ

る
。
高
度
成
長
期
に
は
地
域
間
格
差
が
拡
大

し
、
所
得
形
成
や
生
活
条
件
の
点
で
「
農
村

は
課
題
（
問
題
）
が
あ
る
地
域
」
と
さ
れ

た
。
1
9
6
1
年
の
農
業
基
本
法
も
翌
年
の

全
国
総
合
開
発
計
画
も
そ
れ
を
意
識
し
て
作

ら
れ
、
格
差
是
正
の
た
め
、
農
村
の
都
市
化

が
追
求
さ
れ
た
。

し
か
し
、
経
済
が
成
熟
す
る
段
階
に
な
る

と
、「
農
村
の
価
値
」
が
国
民
レ
ベ
ル
で
意

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
農
業
白
書
」
に

「
多
面
的
な
農
村
の
役
割
」
と
い
う
記
載
が

出
現
し
た
の
は
1
9
7
1
年
度
版
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
頃
か
ら
、
農
村
に
は
美
し
い
景
観

や
地
域
資
源
と
い
う
価
値
が
あ
り
、
そ
の
持

続
化
が
必
要
だ
と
い
う
議
論
が
広
が
り
始
め

る
。
そ
う
し
た
価
値
の
基
盤
と
な
る
農
業
等

の
地
域
産
業
、
地
域
社
会
が
、
産
業
的
停
滞

や
人
口
減
少
に
よ
り
持
続
性
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
を
問
題
視
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
に

変
化
す
る
。「
課
題
地
域
問
題
」
か
ら
「
価

値
地
域
問
題
」
へ
の
転
換
と
言
え
る
。
そ
こ

で
は
、
都
市
化
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
様
な

個
性
を
持
つ
農
村
に
向
け
て
、
内
発
的
に
発

展
す
る
こ
と
が
追
求
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
も
と
で
は
、
都
市
と
農
村
の
分
断
が

進
む
。
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
論
じ
る
紙
幅

は
な
い
が
、
最
近
、「
農
村
た
た
み
論
」
の

登
場
頻
度
が
増
え
て
い
る
の
は
こ
れ
が
背
景

と
な
っ
て
い
る
。
世
界
規
模
で
競
争
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
圏
に
と
っ
て
は
、
農
村
を
含

む
地
方
部
が
不
要
な
状
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
。「
隔
絶
地
域
問
題
」
の
発
現
で
あ
る
。

こ
の
問
題
が
、「
課
題
地
域
問
題
」
と
異
な

る
の
は
、
都
市
化
に
よ
り
解
決
が
期
待
で
き

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
分

断
さ
れ
た
領
域
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
標
と

な
る
。経
済
だ
け
で
は
な
く
、社
会
、防
災
、文

化
を
含
め
て
、
都
市
と
農
村
が
安
定
と
安
心

を
共
に
創
り
あ
げ
る
「
都
市
農
村
共
創
社
会
」

が
、
対
応
戦
略
と
し
て
位
置
付
く
で
あ
ろ
う
。

農
村
問
題
の
展
開
は
こ
の
よ
う
に
整
理
で

き
る
。
し
か
し
、
実
は
３
つ
の
農
村
問
題
は

転
換
と
い
う
よ
り
も
、
積
み
残
さ
れ
た
も
の

が
重
な
り
、
比
重
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。つ
ま
り
、

現
代
の
農
村
で
は
「
課
題
地
域
」「
価
値
地

域
」「
隔
絶
地
域
」
と
い
う
３
つ
の
問
題
が

重
層
化
し
て
い
る
。そ
の
結
果
、「
格
差
是
正
」

「
内
発
的
発
展
」「
都
市
農
村
共
創
」
の
同
時

解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
農
村
政
策
は
い
ま
や
、
農
村

住
民
の
た
め
に
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
国

民
と
国
土
の
た
め
に
あ
る
。そ
れ
が
、貧
弱
な

も
の
で
良
い
は
ず
が
な
い
。近
年
、農
政
に
お

け
る
農
村
政
策
の
混
迷
が
言
わ
れ
る
な
か
で
、

根
底
か
ら
の
再
生
が
必
要
な
理
由
で
あ
る
。
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新芽そよぐ茶の里（京都府和
わ

束
づか

町
ちょう

）

写真キャプション

京都府南部に位置する和束
町。上質な宇治茶の産地とし
て知られ、茶業が町の暮らし
を支えてきた。石寺地区に広
がる茶畑は、なだらかな斜面
に沿って美しく整えられ、春
の新芽が一面に広がる。畝の
曲線が重なり合い、風と光に
包まれた茶畑が、里山の風景
を鮮やかに彩っている。

3
つ
の
農
村
問
題

明
治
大
学
農
学
部
教
授

小お

田だ

切ぎ
り 

徳と
く

美み

「スポーツ・健康まちづくり」に取り組もうとする自治体を応援します！

　スポーツ庁参事官（地域振興担当）　

　　　　　　　　　　 スポーツ地域振興調査官　塚田　裕介…… ⑵

明るく豊かで元気なひとづくり、まちづくり＝和歌山県上富田町…… ⑹

スキーと温泉の町………………… 青森県大鰐町長　山田　年伸 … ⑿
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フォーラム
随　想
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ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
２
０
２
１
年
度
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く

り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治

体
の
取
組
計
画
を
表
彰
し
、
全
国
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

ま
ち
づ
く
り
」
優
良
自
治
体
表
彰
（
通
称
：

「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
」）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
受
賞
さ
れ
た
自
治
体
の
取
組

計
画
を
本
誌
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、「
ス
ポ
ま
ち
！

表
彰
２
０
２
４
」
で
受
賞
さ
れ
た
町
村
の
取

組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
２
０
２
２
年
３
月
に
第

３
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
を
策
定
し
、
重
点

施
策
と
し
て
共
生
社
会
の
実
現
や
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
」
と
は
、
地
域
の
過
疎
化
、
少
子
高
齢

化
、地
域
経
済
の
衰
退
等
の
多
様
な
課
題
を
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
等
の
地
域
資
源
を

活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
に
も
た
ら
す
価

値
を
通
し
て
「
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
地
方

創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
を
よ
り
全
国

的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
庁
で
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」

優
良
自
治
体
表
彰
を
２
０
２
１
年
に
創
設
し

ま
し
た
。「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
」
は
、
東
京

１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

２２
．．��
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
地
方
創
生
・

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
地
方
創
生
・

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進

▲全体写真

「スポーツ・健康まちづくり」に「スポーツ・健康まちづくり」に
取り組もうとする自治体を応援します！取り組もうとする自治体を応援します！

スポーツ庁参事官（地域振興担当）スポーツ庁参事官（地域振興担当）
スポーツ地域振興調査官　塚田　裕介スポーツ地域振興調査官　塚田　裕介

2025年（令和 7年） 4月21日　2第3317号

政　策

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

p02-05 3317 政策_スポまち.indd   2p02-05 3317 政策_スポまち.indd   2 2025/04/21   17:00:572025/04/21   17:00:57



２
０
２
０
大
会
終
了
後
の
レ
ガ
シ
ー
を
一
過

性
の
も
の
と
せ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
や
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
・
交

流
、
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
く
な
る
環
境
整
備
等

の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
に
今

後
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治
体
の
ア
イ
デ
ア

を
募
集
し
、
優
れ
た
取
組
計
画
の
自
治
体
を

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
表
彰
す
る
こ
と
で
、
受
賞
さ

れ
た
自
治
体
の
取
組
を
全
国
に
広
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。「
ス

ポ
ま
ち
！
表
彰
」
が
始
動
し
今
年
で
４
年
目

を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
延
べ
96
の
自

治
体
を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
、全
国
に「
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
が
着

実
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
」
の
取
組
を
推
進
し
、
一
定
期
間
経
過

す
る
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
地
域
が
抱

え
る
過
疎
化
や
地
域
経
済
の
停
滞
等
の
課
題

に
対
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
が
も
た
ら
す
価
値
を

５
つ
（
経
済
・
環
境
・
健
康
・
交
流
・
ロ
ー

カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
）
に
大
別
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
が
も
た
ら
す
５
つ
の
価
値

を
通
じ
て
、「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
生
活

の
質
の
向
上
」「
地
域
社
会
の
一
体
感
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
強
化
」「
社
会
の
持

続
可
能
性
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
」
を
達

成
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

４４
．．��「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰

「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
2
0
24


2
0
24

」」

開
催
レ
ポ
ー
ト

開
催
レ
ポ
ー
ト

２
０
２
５
年
１
月
に
開
催
し
た
「
ス
ポ
ま

ち
！
表
彰
２
０
２
４
」
で
は
、
20
の
自
治
体

を
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
特
別
ゲ
ス

ト
の
増
田
明
美
さ
ん
や
自
治
体
の
関
係
者
を

お
招
き
し
、
優
良
自
治
体
に
ス
ポ
ー
ツ
庁
か

ら
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
回

目
と
な
る
２
０
２
４
年
度
は
、
表
彰
自
治
体

の
中
か
ら
特
色
あ
る
取
組
計
画
の
自
治
体
に

対
し
特
別
賞
を
授
与
す
る
こ
と
と
し
、
長
官

特
別
賞
は
高
知
県
、
ゲ
ス
ト
特
別
賞
は
沖
縄

県
石
垣
市
を
表
彰
し
ま
し
た
。
ま
た
、
増
田

明
美
さ
ん
に
よ
る
受
賞
自
治
体
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
自
治
体
の
皆
さ
ま
か
ら
取
組

の
推
進
に
つ
い
て
力
強
い
抱
負
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
沖
縄
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

株
式
会
社
取
締
役
兼
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
安
永
淳
一
氏
を
お
迎
え
し
、『
沖

縄
を
も
っ
と
元
気
に
！
琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ

ン
グ
ス
の
取
り
組
む
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
』を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
人
々
に
広
げ
て
い
く
琉
球
ゴ
ー
ル

３３
．
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

．
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
５５
つ
の
価
値

つ
の
価
値

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

▲和歌山県上富田町

問合せ先・電話番号

計画期間：～令和9 年3月31日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

１．地域スポーツの振興
スポーツ団体の育成・連携強化と指導者育成による、住民主体のスポーツ環境の整備と健康増進の促進

２．合宿等の誘致や大会の実施
施設を活用し、合宿やマラソン、サイクルツーリズムを推進し、観光客誘致と地域経済の活性化を図る

３．スポーツ施設の充実とデジタル技術の活用
民間事業者等と連携した、AIカメラやコミュニティPF等によるライブ配信・デジタル技術活用で、施設利用促進とスマートシティ化を推進

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜ＰＲポイント＞

＜現状・課題＞

スポまち！表彰2024
⑬和歌山県上富田町

・上富田町は、2015年まで約60年間つづいて人口が増加、近年は生産年齢人口(15～64歳)の減少傾向のため地域活力の向上が課題
・今後、関係人口の拡大やスポーツ観光の振興が必要であり、 上富田町総合計画に基づき「一年を通じて温暖な気候」を活かしたスポーツによる
まちづくりをめざして地域活性化に取り組む必要がある。直近では、民間事業者等と連携したスポーツDXソリューション導入プロジェクトを推進。

〈総合的な取組内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

上富田スポーツセンターを軸としたスポーツツーリズム・スポーツDXソリューションによる地域活性化
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32
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5
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現在 将来

 日本有数のスポーツ合宿施設「上富田スポーツセンター」では国内外のプロ/アマチュアチームを対象に合宿、大会、イベントを誘致
 最新のトレーニングジム「上富田スポーツサロン」は、合宿利用者だけでなく地元住民のアスリートから高齢者の方まで幅広い層が利用
 民間事業者等と連携し、スポーツDXソリューションプロジェクトを進め、AIカメラ無人ライブ配信、コミュニティPFによる活性化を展開

上富田町役場 振興課 企画・商工観光班
TEL  0739 - 34 - 2370  

上富田の合宿サポート スポーツイベント開催 スポーツDXを推進
専属スタッフが合宿・大会をサポート！ 合宿や大会利用だけなく

幅広いスポーツイベントを開催！
最新AIカメラ＆コミュニティPFで
試合ライブ配信や地域情報を発信

合宿・施設利用・スポーツ関係者等

誘致・PR
利用・来訪

合宿・大会主催者

和歌山スポーツキャンプ

自治体 チーム 宿泊食事 移動

合宿・大会に向けて窓口を一本化

グラウンド空き
状況確認

スケジュール
対戦相手等

宿泊施設空き状況
お弁当手配

移動手段
送迎バス等

スポーツのまち上富田

振興課企画・商工観光班
(スポーツ文化振興、スポーツツーリズム推進、
情報発信、関係機関との連携・調整など)

・南紀エリアスポーツ
合宿誘致推進協議会
・南紀ウエルネス
ツーリズム協議会

(合宿誘致、大会主催、
利用者支援など)

・ 民間事業者等

(スポーツDXソリューション
推進、地域スポーツPRなど)
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今
後
の
展
望
、
そ
の
先
に
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す
沖
縄
の

未
来
に
つ
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て
熱
く
語
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た
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き
ま
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た
。

５５
．．��「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰

「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
2
0
24


2
0
24

」」

受
賞
自
治
体
の
取
組
紹
介

受
賞
自
治
体
の
取
組
紹
介

「
ス
ポ
ま
ち
！
表
彰
２
０
２
４
」
で
は
、

７
つ
の
町
村
を
含
む
20
自
治
体
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
３
つ
の
町
村
の
取
組

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
各
自
治
体
の
特
色

を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
取
組
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

【
自
治
体
名
】
和
歌
山
県
上
富
田
町

【
取
組
名
称
】
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

を
軸
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ス

ポ
ー
ツ
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域

活
性
化

【
取
組
計
画
】
上
富
田
町
で
は
、
上
富
田
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
国
内
外

の
プ
ロ
チ
ー
ム
や
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム
を

対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
等
の
誘
致

を
行
う
と
と
も
に
、
合
宿
や
大
会
に
係
る

窓
口
を
一
体
化
し
地
域
一
体
と
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
事
業

者
等
と
連
携
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ｘ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め

て
お
り
、
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
導
入
し
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
大
会
や
試
合
の
ラ
イ

ブ
配
信
や
デ
ー
タ
分
析
等
を
行
い
、
施
設
利

用
の
促
進
と
地
域
経
済
の
発
展
を
め
ざ
し

ま
す
。

【
自
治
体
名
】
高
知
県
黒
潮
町

【
取
組
名
称
】
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
を
核
に
し

た
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
事
業

【
取
組
計
画
】
黒
潮
町
で
は
、
地
域
が
抱
え

る
巨
大
地
震
・
津
波
と
い
っ
た
防
災
文
化
を

ま
ち
の
強
み
に
変
え
、
自
然
の
二
面
性
を
理

解
し
な
が
ら
合
宿
や
大
会
の
誘
致
を
行
い
、

温
暖
な
気
候
と
豊
か
な
自
然
の
中
で
ス
ポ
ー

ツ
に
集
中
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
防
災
学
習
と
観
光
要
素
を
組
み

合
わ
せ
た
「
防
災
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
も
展
開
し

て
お
り
、
近
年
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
等
の

社
会
的
背
景
を
捉
え
た
黒
潮
町
な
ら
で
は
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
、
誘

客
促
進
や
経
済
波
及
効
果
の
拡
大
を
図
り
ま

す
。

【
自
治
体
名
】
沖
縄
県
読
谷
村

【
取
組
名
称
】
ス
ポ
ー
ツ
×
よ
み
た
ん 
ふ
る

さ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
取
組
計
画
】
読
谷
村
は
、
年
間
を
通
じ
て

温
暖
な
気
候
で
あ
り
、
季
節
に
捉
わ
れ
ず
に

ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
す
る
の
に
適
し
た
自
然
環

境
と
い
う
特
性
を
活
か
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ま

▲高知県黒潮町
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現在 将来

NPO砂浜美術館

NPO

黒潮町

黒潮町観光
ネットワーク

DMO

①地域の経済循環・
経済波及効果の増加
②関係人口の増加
③地域の生きがい・や
りがい
④雇用創出

賑わい創出

問合せ先・電話番号

①豊かな自然環境 × コンパクトで多様な運動施設 × おいしい食事 × 地域一体の受入
②NPO砂浜美術館を窓口とした一括サポート（弁当・宿泊、トレーニングコーディネート、会場の手配等）
③スポーツツーリズム × 防災ツーリズム × 観光アクティビティ で経済波及効果の増

計画期間：平成30年4月1日～令和7年3月31日 ※次期は令和7年4月1日～令和10年3月31日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

【ビジョン】 スポーツを軸に、防災と観光で本物の自然体験を提供する。黒潮町ならではの地域一体となった観光を目指す。
【コンセプト】 スポーツを通じて、「笑顔の輪を広げ」、また"ここ（黒潮町）"に帰ってきたくなるような 黒潮町のスポーツツーリズム

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜ＰＲポイント＞

〈
現
状
〉

スポまち！表彰2024
⑮高知県黒潮町

・10年前からスポーツツーリズムを町の成長産業と位置づけ、町内における消費活動の拡大につながる取組を展開。スポーツ
宿泊数は右肩上がりで成長しており、R5年度には宿泊数・経済効果（12,272人泊・1.8億円超）ともに過去最高実績を
達成。

〈
総
合
的
な
取
組
内
容
〉

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

黒潮町スポーツを核にしたまちの賑わい創出事業

行政

連
携

宿泊施設が少ない 全天候型練習場がない 一般観光の誘客 移動手段の確保
〈
課
題
〉

黒潮町 NPO

宿泊・弁当

観光ネットワーク スポーツ施設

バス会社

集活センター 飲食店

観光施設

体験事業者

連携事業者

地元スポーツ団体 スポーツ関係者

スポーツ
地域交流

心と体を鍛える
チームワーク

観光
自然の恵み
遊ぶ・楽しむ

記憶に残る合宿地

防災
自然の恵みと災い
の二面性を理解
自ら考え行動する

宿泊施設の整備・高付加価値化で経済
効果増！宿泊施設1増（R7）

雨天練習場整備（R7） 観光体験をプラン化
（合宿に組み込む）

民間バス会社との連携
実証実験→助成金の設立

滞在価値向上・満足度UP！

課題解決

sunabiスポーツ観光公式HP

弁当・助成金
の問合せ 交流戦の

問合せ
観光の
問合せ

合宿・大会
の問合せ

自主大会等の開催防災ツーリズム・
観光体験への誘客

町内事業者（宿泊・弁当・観光体験・集活・飲食店など）

広域関係者（高知県・近隣市町村・幡多広域観光協議会など）

高知県黒潮町
産業推進室 観光係
0880-43-2113

防災ツーリズム

2025年（令和 7年） 4月21日　4第3317号
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で
も
取
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で
き
た
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ツ
合
宿
や
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ン
プ
の
受
け
入
れ
を
促
進
し
、
キ
ャ
ン

プ
チ
ー
ム
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が

り
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
自
然
海
岸
や
世

界
遺
産
等
の
観
光
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
ス

ポ
ー
ツ
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ー
リ
ズ
ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発

に
取
り
組
み
ま
す
。

66
．
さ
い
ご
に

．
さ
い
ご
に

今
年
は
、
東
京
２
０
２
５
世
界
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
や
第
25
回
夏
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会　

東
京
２
０
２
５
が
開
催
さ

れ
、
国
民
の
皆
さ
ま
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

が
高
ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
皆
さ
ま
も
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
地
方
創

生
・
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
「
地

方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
組
を
引
き
続

き
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
！
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活用してみませんか？町村専用ページ「町村 .com」
 https://www.zck.or.jp/choson/

「町村.com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時提供しています。ぜひご活用ください。

　「町村.com」は、町村関係者の方だけがご利
用いただける専用ページです。
　ログイン時のユーザー名とパスワードは、各町
村にお知らせ（平成 18 年 9 月 27 日付）してお
ります。 お問い合わせは、全国町村会広報部

（kouhou@zck.or.jp）までお願いいたします。

お問い合わせは
こちら

詳しくは
Webへ
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▲沖縄県読谷村

読谷村ゆたさむら推進部商工観光課
℡：098-982-9216

問合せ先・電話番号

●豊富なスポーツキャンプ受入実績
野球、サッカー、ラグビー、ソフトボール等などアマから代表チームまで
受け入れた実績を活かした、読谷流ウトゥイムチ（おもてなし）
●多種多様な資源
スポーツ施設のみならず宿泊施設も豊富。
自然海岸や世界遺産など多種多様な観光ツールを有し、
スポーツコンベンションに最適な環境。
☞幅広いニーズへ対応したスポーツ実施場所の提供

計画期間：～令和９年３月31日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題＞

スポまち！表彰2024
⑳沖縄県読谷村

①「キャンプチーム×地域コミュニティ」のつながり創出
・選手の第二の”ふるさと”となるよう、学校や自治会等との交流を促進
・地元住民にチームのファンになってもらうことによる生きがいづくりの創出
・競技の体験会等を活用した地域コミュニティの活性化促進
②読谷村ファン獲得に向けたスポーツツーリズムの推進
・スポーツツーリズムになり得るアクティビティを掘り起こし、県外から
幅広い層のプレイヤー・観光客を誘客する。⇒選ばれるまち、誇りを持てるまちへ≪読谷愛の醸成≫

スポーツコンベンション事業の拡大・発展が必要な段階であり、本事業を通した、交流・関係人口の創出・拡大を
が重要。社会的な課題として、年少人口・生産年齢人口の減少や、地域コミュニティの希薄化が懸念視。

〈総合的な取組内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

スポーツ×よみたん ふるさとづくりプロジェクト
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現在 将来

これまで取り組んできたスポーツキャンプ・大会受入等スポーツコンベンション事業をレガシーとして活用することにより、
交流・関係人口の創出・拡大を目指す。来訪者、地元住民誰しもがふるさとと思えるむらづくり
スポーツコンベンション受入件数：16件→17件 スポーツツーリズムコンテンツ創出数：０件→２件 地域交流事業数：３件⇒５件

読谷村ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ受入協力会
（事務局：商工観光課）

競技団体
・地域交流

宿泊施設
・受入連携

観光協会
・イベント企画

商工会
・特産品等

教育委員会
・施設整備

村内事業所
・協賛等

ス
ポ
ー
ツ
庁
参
事
官
（
地
域
振
興
担

当
）
付　

地
域
振
興
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３-

５
２
５
３-

４
１
１
１

（
内
線
３
９
３
１
）

E-m
ail

：stiiki@
m

ext.go.jp
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１
．�

町
制
施
行
以
来
65
年
間 

人
口
が
増
え
続
け
る
町

昭
和
33
年
の
市
町
村
合
併
で
上
富
田
町
が

誕
生
し
60
年
あ
ま
り
、
人
口
は
一
度
も
減
少

す
る
こ
と
な
く
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
上

富
田
町
に
ど
う
し
て
人
が
集
ま
る
の
で
し
ょ

う
か
。
当
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
活
性

化
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

上
富
田
町
は
、
紀
伊
半
島
南
西
部
に
位
置

し
、
人
口
約
１
５
、
５
０
０
人
の
町
で
す
。

熊
野
古
道
「
中
辺
路
」
の
入
口
で
、
町
の
中

央
部
を
清
流
富と
ん

田だ

川が
わ

が
流
れ
て
お
り
、
年
間

平
均
気
温
18
度
と
過
ご
し
や
す
い
気
候
と

な
っ
て
い
ま
す
。
総
面
積
は
約
57
㎢
と
コ
ン

パ
ク
ト
で
、
自
動
車
で
20
分
か
か
ら
ず
通
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
朝
来
駅
か
ら
大
阪
市
内
ま

で
約
２
時
間
30
分
、
南
紀
白
浜
空
港
（
熊
野

白
浜
リ
ゾ
ー
ト
空
港
）
か
ら
東
京
ま
で
約
１

時
間
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に

は
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
の
上
富
田
Ｉ
Ｃ
が

あ
る
ほ
か
、
国
道
42
号
線
と
国
道
３
１
１
号

線
の
分
岐
点
に
あ
り
、
交
通
輸
送
に
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

２
．�

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る 

ま
ち
づ
く
り

さ
て
、
当
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
上
富
田
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
欠
い
て
語
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
を
め
ざ
す
「
さ
わ
や
か
上
富
田
・

文
化
と
健
康
づ
く
り
」
事
業
の
一
環
と
し
て

建
設
さ
れ
た
の
が
上
富
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
す
。
総
面
積
16 

ha
を
誇
る
広
大
な
敷

地
に
は
、野
球
場
、屋
内
イ
ベ
ン
ト
広
場
、球

▲清流「富
とん

田
だ

川
がわ

」と潜水橋

和歌山県

上富田町

明
る
く
豊
か
で
元
気
な
ひ
と
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り 上か

み

富と
ん

田だ

町ち
ょ
う

和
歌
山
県
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技
場
（
天
然
芝
１
面
）、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
人
工
芝
１
面
、
天

然
芝
１
面
）、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
に
は
シ
ャ
ワ
ー
付

き
の
更
衣
室
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

完
成
以
降
、
Ｊ
リ
ー
グ
や
ラ
グ

ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
、
実
業
団
の

野
球
チ
ー
ム
等
の
合
宿
を
誘
致
し
、

合
宿
の
合
間
に
地
域
の
こ
ど
も
向

け
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
い
た

だ
く
チ
ー
ム
も
あ
り
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
は
地
域
住
民
の
健

康
増
進
施
設
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ

サ
ロ
ン
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

幅
広
い
年
齢
層
の
町
民
か
ら
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
利
用
で
き
る
よ

う
、
最
新
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
に
加
え
、
体
力
測
定
や
骨

量
測
定
器
等
も
設
け
、
楽
し
い
雰
囲
気
で
自

分
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
年
に
設
立
し
た
一
般
社
団
法

人
「
南
紀
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議

会
」
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
業
務
を

委
託
し
、
健
康
増
進
事
業
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
管
理
・
運
営
ま
で
総
括
的
な
取
組
を
加
速

さ
せ
て
い
ま
す
。
同
法
人
は
、
旅
行
業
法
に

よ
る
旅
行
業
の
取
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
施

設
の
手
配
だ
け
で
は
な
く
、
宿
泊
施
設
や
食

事
等
の
旅
程
を
す
べ
て
手
配
で
き
る
こ
と
が

強
み
で
す
。
ま
た
、
広
域
的
な
合
宿
誘
致
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
、
当
施
設

で
受
入
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
近
隣
の
市

町
の
施
設
を
案
内
し
、
地
域
で
合
宿
客
を
逃

さ
な
い
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
上
富

田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
る
野
球
チ
ー
ム
と
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の

間
で
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
拠
点

は
町
内
に
移
転
さ
れ
、
所
属
選
手
の
多
く
は

町
内
に
転
入
す
る
な
ど
、
働
き
世
代
の
獲
得

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
に

は
避
難
所
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
や

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
画
す
る
こ

と
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
な
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

３
．�

ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ｘ
に
よ
る 

ま
ち
づ
く
り
「
マ
チ
ス
ポ
」
の

取
組�

上
富
田
町
は
、
令
和
３
年
に
策
定
し
た
第

5
次
上
富
田
町
総
合
計
画
に
お
い
て
、「
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」「
合
宿
等
の
誘
致
や

大
会
の
実
施
」「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
」

を
掲
げ
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
上
富
田
」
と

し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ｘ

に
よ
る
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
マ
チ
ス
ポ
」

を
導
入
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
に
は
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
お
よ
び
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
ＴS

portict

と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
。「
上
富
田
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
」
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ａ

コ
ー
ト
（
人
工
芝
）
と
野
球
場
に
、
Ａ
Ｉ
カ

メ
ラ
を
搭
載
し
た
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ｘ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
試
験
的
に
導
入
し
実
証
を
開
始
し

ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
は
無
人
で
の
自
動
撮
影
や
編

集
機
能
を
備
え
て
お
り
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
Ａ
コ
ー
ト
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー

競
技
等
を
自
動
で
撮
影
で
き
る
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ

を
設
置
、野
球
場
に
は
、セ
ン
タ
ー
側
と
ホ
ー

ム
側
の
映
像
を
自
動
で
切
り
替
え
る
こ
と
の

で
き
る
野
球
専
用
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
カ
メ
ラ
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
試
合
や
練
習
の
映
像
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
配
信
し
、
選
手
や
指
導
者
が
映
像
を
振

り
返
る
こ
と
で
競
技
ス
キ
ル
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
マ
チ
ス
ポ
上
富
田
町

ポ
ー
タ
ル
」
を
開
設
し
、
地
域
住
民
や
関
係

者
が
試
合
を
観
戦
し
な
が
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

▲上富田スポーツセンター全景

▲上富田多目的グラウンドAIカメラ設置写真
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た
地
域
交
流
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
チ
ス
ポ
上
富
田
町
ポ
ー
タ
ル
で
は
こ
れ

ま
で
に
、
全
日
本
大
学
女
子
硬
式
野
球
選
手

権
や
、
和
歌
山
県
高
校
野
球
秋
季
大
会
、
独

立
リ
ー
グ
和
歌
山
ウ
ェ
イ
ブ
ス
の
試
合
等
さ

ま
ざ
ま
な
大
会
や
試
合
を
配
信
し
、
特
定
大

会
に
お
い
て
は
、
約
２
、
４
０
０
人
が
ラ
イ

ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
視
聴
す
る
な
ど
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
合
宿
や
練
習
等
で
利
用
す
る
チ
ー

ム
へ
の
映
像
提
供
を
通
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ

Ｘ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
検
証
を
行
っ
て

い
ま
す
。

 「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」

優
良
自
治
体
表
彰
を
受
賞
！

こ
れ
ら
の
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
、
令
和

７
年
１
月
に
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
主
催
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」
優
良
自

治
体
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
マ
チ
ス
ポ
上
富
田
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ

Ｘ
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
展
開

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
富
田
町
は
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
試
合
、
合
宿
等
の
発

信
力
の
強
化
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
、

第
5
次
上
富
田
町
総
合
計
画
を
加
速
さ
せ
て

い
ま
す
。

４
．
大
人
の
社
会
塾
―
人
材
育
成
―

当
町
で
は
平
成
29
年
に
一
般
社
団
法
人

「
紀
州
く
ち
く
ま
の
未
来
創
造
機
構
」
を
立

ち
上
げ
、
大
人
の
社
会
塾
「
紀
州
く
ち
く
ま

の
熱
中
小
学
校
」
を
開
校
し
ま
し
た
。「
も

う
い
ち
ど
７
歳
の
目
で
世
界
を
…
」
を
合
言

葉
に
、
自
分
た
ち
の
新
し
い
価
値
を
発
見
す

▲上富田野球場ホーム側カメラ▲上富田野球場センター側カメラ

▲ライブ配信画面 ▲マチスポ上富田町ポータル画面

▲上富田受賞式写真

マ
チ
ス
ポ
上
富
田
町
ポ
ー
タ
ル

▶

�https://w
eb.spo.live/group/

xf8heozubw
  

※�iO
S
/A
ndroid

の
ス
マ
ホ
専
用
ア

プ
リ「SpoLive

」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
で
、
応
援
チ
ャ
ッ
ト
等
、

全
て
の
機
能
を
利
用
で
き
ま
す
。
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べ
く
多
く
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
学
び
舎

で
う
ま
れ
た
新
た
な
つ
な
が
り
は
、
人
材
育

成
と
新
た
な
価
値
創
造
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。熱

中
小
学
校
の
部
活
動
と
し
て
始
ま
っ
た

自
転
車
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
は
、
広
域
的
な
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る
電
車
内
へ
の
自
転
車
持

ち
込
み
が
で
き
る
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
実

施
も
追
い
風
と
な
り
、
知
名
度
は
少
し
ず
つ

上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
南
紀
熊
野
エ
リ
ア

を
反
時
計
回
り
で
一
周
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ル
ー
ト
を
設
定
し
、
自
転
車
で
紀
南
地
方
を

周
遊
す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
確
立
を
図
っ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
、
８
市
町
と
鉄
道

や
航
空
会
社
等
と
一
体
と
な
り
、
国
内

外
か
ら
の
交
流
人
口
の
増
加
や
地
域

の
活
性
化
を
め
ざ
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

５
．「
口
熊
野
」
か
み
と
ん
だ

上
富
田
町
は
、
熊
野
古
道
中
辺
路
の

入
口
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
「
口
熊
野
」

と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
に

八
上
王
子
跡
と
稲
葉
根
王
子
跡
が
世

界
文
化
遺
産
『
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
』
に
追
加
登
録
さ
れ
、
さ
ら
な
る

観
光
の
取
組
を
進
め
る
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
令
和
５
年
に

は
、
稲
葉
根
王
子
跡
付
近
の
河
原
に
水

垢
離
体
験
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
水
垢
離
と

は
、
熊
野
古
道
の
参
詣
時
に
富
田
川
で
か
つ

て
行
わ
れ
て
い
た
禊
の
こ
と
で
、
上
皇
や
貴

族
達
も
徒
歩
で
何
回
も
川
を
渡
っ
て
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
来
の
熊
野
詣
を
体
験

で
き
る
価
値
の
あ
る
施
設
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
水
垢
離
体
験
場
を
活
か
し
、
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
熊
野
詣
に
対
す
る
人
の
流

れ
を
つ
く
り
、
熊
野
古
道
の
新
た
な
主
要

ル
ー
ト
の
１
つ
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

施
設
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
同
時
に
、
そ

れ
ら
の
施
設
の
歴
史
や
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
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人
材
も
充
実
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
当
町
で
は
、「
口
熊
野
か
み
と
ん
だ

ガ
イ
ド
の
会
」
を
中
心
に
、
熊
野
古
道
ガ
イ

ド
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
を
知

り
尽
く
し
た
人
材
が
充
実
し
、
町
外
の
来
訪

者
に
町
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
観

光
素
材
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
元
気
な
ひ
と
づ
く
り
に
直

結
し
ま
す
。
ま
た
、
上
富
田
町
観
光
協
会
を

中
心
に
構
想
が
進
ん
で
い
る
「
ひ
と
」
を
活

用
し
た
観
光
に
も
今
後
注
目
で
す
。

さ
ら
に
当
町
は
、
平
成
26
年
に
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
「
南
紀
熊
野
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
、
町
内

に
８
ヵ
所
の
ジ
オ
サ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
見
ど

こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
で

あ
る
「
彦
五
郎
堤
防
」
で
は
、
30
年
以
上
前

か
ら
８
月
の
最
終
土
曜
日
に
「
富
田
川
友ゆ
う

遊ゆ
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
１
、
０
０
０
発
の
花
火
の
打
ち
上
げ
や
舞

台
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
町
民
の
交
流
と
憩
い

の
催
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
．
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

こ
こ
ま
で
、
上
富
田
町
の
取
組
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政
に
と
ど
ま
ら

ず
、
多
く
の
企
業
や
町
民
の
皆
さ
ま
と
上
富

田
を
盛
り
上
げ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

行
政
だ
け
で
自
治
体
を
運
営
す
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
り
、
社
会
が
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
昨
今
、
行
政
と
民
間
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
活
か
し
て
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
、
人
口
減
少
の
未
来
に
な
お
一
層
求

め
ら
れ
ま
す
。

当
町
で
は
、
上
富
田
町
ま
ち
づ
く
り
応
援

企
業
制
度
を
令
和
５
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。
認
定
さ
れ
た
企
業
は
、
企
業
紹
介
と
Ｃ

Ｓ
Ｒ
活
動
を
町
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
こ
と
で
企
業
イ
メ
ー
ジ
や
信
用
力
の
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
知
識
や

技
術
が
優
れ
た
企
業
か
ら
サ
ポ
ー
ト
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
り
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
常
時
に
は
対
応
で
き
る
こ
と
で
も
非
常

時
で
は
行
政
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
超
え
て
し

ま
い
、
対
応
で
き
な
い
事
態
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
平
常
時
か
ら
町

内
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
関
わ
り
を
持
ち
続

け
、
お
互
い
の
強
み
で
補
い
合
う
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

「
ひ
ら
い
た
」
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
花
を
枯

ら
す
こ
と
な
く
、
満
開
の
花
が
「
咲
く
」
上

富
田
を
め
ざ
し
、
町
と
町
民
が
一
体
と
な
っ

て
「
自
立
」「
挑
戦
」「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

和
歌
山
県
上
富
田
町　

振
興
課　

�

主
事　

木
村　

優
斗
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地方公共団体金融機構

　地方公共団体の「良き相談相手」となることをめざし、財政運営の基礎から個別課題の解消まで幅広い分野で、
丁寧できめ細かい各種支援業務を展開していきます。
　皆さまの積極的なご活用・ご参加をお待ちしています。

効果的な自治体運営のために、ご活用を!!地 方 支 援 業 務

地方支援事業のポイント
○アドバイザー派遣等の個別支援により、各自治体の個別課題に対する対応が可能
○�多様なツール（eラーニング等）や各種研修機関との連携により、遠隔地や小規模団体も実施可能な「職員研修」を構築
○Web活用による情報発信の強化（先進事例検索システム、財政分析チャート「New Octagon」など）

▲

	�地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業（総務省との共同事業）
団体の要請や状況に応じて、市区町村等に継続的にアドバイザーを派遣します。令和７年度も新分野を追加しました。
募集は既に開始しており、４月から順次アドバイザー派遣を実施します。
当事業の募集期限は１２月末までを予定しております。

個別支援

支
援
分
野

■公営企業・第三セクター等の経営改革　　
　　⃝DX・GXの取組	 ⃝経営戦略の改定・経営改善
　　⃝公立病院経営強化プランの改定・経営強化の取組
　　⃝上下水道の広域化等	 ⃝第三セクターの経営健全化
■公営企業会計の適用	 ■地方公会計の整備・活用
■公共施設等総合管理計画の見直し・実行
■地方公共団体のDX	 ■地方公共団体のGX　 　　　　
■�地方公共団体間の広域連携（公共施設の集約化等、専門人材の確保、事務の共同実施）
■�地方税務行政のDX等（課税事務の効率化、徴収事務の効率化）
■首長・管理者向けトップセミナー（啓発・研修事業のみ）

支
援
方
法

都道府県・市区町村・公営企業 都道府県

課題対応アドバイス事業
団体の要請に応じ、各
課題の克服等、財政運
営・経営の改善のため
アドバイザーを派遣

課題達成支援事業
政策テーマについて、
達成が困難な団体に
対し、技術的・専門
的な支援を行うために
アドバイザーを派遣

啓発・研修事業
県が市区町村等に
対して研修を行う
場合に、必要とな
る講師を派遣

NEW!

▲

	�出前講座
金融の専門知識や実務経験を有する自治体ファイナンス・アドバイザー等が講師として、財政運営や資金調達・資
金運用など、その団体の要望に応じたテーマ・方法 (講師派遣・Web会議システム等）で講義を実施します。▲

	�実務支援（個別相談）
自治体ファイナンス・アドバイザー等が団体の抱える財政運営や資金調達等に係る個別具体的な課題や疑問の解決
に向け、電話・メール等により、アドバイスを行います。お気軽にご相談ください。

eラーニング・集合研修▲
	�e ラーニング
・４月から地方財政や資金調達・運用、簿記・公会計等に関する基礎的な講義を中心に開講しています。
・全ての講義を無料で受講できます。パソコンやスマホ等があれば、いつでもどこでも何度でも受講できます。▲
	�集合研修
○JFM 地方財政セミナー・JFM 地方公営企業セミナー
喫緊の課題に対し、「先進的な取組を行っている地方公共団体からの報告」、「総務省から国・全国の動向や改正さ
れた制度の解説」、「有識者による講演」等を織り込んだ研修を、集合研修（東京・名古屋・JIAM）及び eラーニ
ングで実施します。

○資金調達入門研修・資金運用入門研修
資金調達や資金運用に携わる職員を対象に、集合研修（東京・大阪）・eラーニングで実施します。

○資金調達・運用に係る宿泊型研修
資金調達・運用について、基礎から専門的知識の習得及び実務遂行能力の向上を目的とし、集中的に学べる宿泊
型研修を、JAMPや JIAMと共催で実施します。

○JAMP・JIAM 及び RILG との共催研修
JAMP・JIAMが実施する財政運営関連講座と、RILGが実施する講習会をそれぞれ共催で実施します。

NEW!

▲

	�先進事例検索システム
現在、財政運営や地方公営企業の取組等に関する 3,000 件超の事例を掲載しています。掲載事例の充実を図ります。▲

	�財政分析チャート「New Octagon」
市町村の財政状況を簡単に分析できる財政分析チャート「New Octagon」を提供しています。主要財政指標（財
政力指数、経常収支比率、実質公債費比率、将来負担比率）の経年グラフ表示機能を追加しました。ぜひ一度ご活
用ください。

NEW!

情報発信

NEW!
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私
の
生
ま
れ
育
っ
た
こ
こ
大
鰐
町
は
、

青
森
県
津
軽
地
方
の
南
端
に
位
置
し
て
お

り
、
豊
か
な
自
然
と
緑
に
恵
ま
れ
、
古
い

伝
統
の
中
に
新
し
い
施
設
を
建
設
し
、
津

軽
の
奥
座
敷
と
し
て
四
季
折
々
の
美
し
さ

を
満
喫
で
き
る
町
で
す
。
県
都
青
森
市
か

ら
50
㎞
、
北
側
は
弘
前
市
、
南
側
は
秋
田

県
大
館
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
と

温
泉
、
観
光
を
主
体
と
し
た
町
で
す
が
、

基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
農
業
生
産
額

の
８
割
は
り
ん
ご
で
す
。
山
間
部
の
園
地

で
栽
培
さ
れ
「
高
原
り
ん
ご
」
と
言
わ
れ

て
お
り
、
実
が
し
ま
り
食
味
も
よ
く
、
品

評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減
少
の
影
響
で

後
継
者
不
足
か
ら
離
農
す
る
方
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
町
で
は
、
り

ん
ご
栽
培
の
ほ
か
、
農
業
経
営
者
の
確
保

策
と
し
て
ト
マ
ト
栽
培
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
今
で
は
ト
マ
ト
専
業
農
家
が
50
戸
ほ

ど
あ
り
、
ト
マ
ト
生
産
額
も
３
億
円
前
後

と
な
り
、
一
大
生
産
品
目
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
表
題
に
あ
る
ス
キ
ー
で
す
が
、

本
町
の
中
心
に
あ
る
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場

は
、
百
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
全
日
本

学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）

の
記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
が
昭
和
3

（
１
９
２
８
）
年
に
本
町
で
開
催
さ
れ
て

以
来
、
今
回
で
11
回
目
と
な
る
第
98
回
大

会
を
令
和
7
年
２
月
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
際
大

会
を
は
じ
め
数
々
の
全
国
規
模
の
大
会
を

開
催
し
て
き
た
全
国
で
も
有
数
の
ス
キ
ー

場
と
し
て
名
を
馳
せ
て
お
り
、
令
和
８
年

２
月
に
は
国
ス
ポ
の
冬
季
ス
キ
ー
大
会
の

開
催
も
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
本
町
「
大
鰐
温

泉
郷
」
は
、
開
湯
８
０
０
年
の
歴
史
が
あ

り
、
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

お
り
ま
す
。
近
年
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

も
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
中
心
部
の

Ｊ
Ｒ
大
鰐
温
泉
駅
近
く
に
は
、
町
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
で
あ
る
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

鰐
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ（
ワ
ニ
カ
ム
）」が
あ
り
ま
す
。

日
帰
り
入
浴
施
設
と
し
て
、
町
内
外
か
ら

年
間
15
万
人
ほ
ど
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
熱
と
温
泉
水
の
み

を
用
い
る
温
泉
の
町
な
ら
で
は
の
独
特
の

栽
培
方
法
に
よ
る
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
幻

の
冬
野
菜
「
大
鰐
温
泉
も
や
し
」
が
あ
り

ま
す
。
独
特
の
芳
香
と
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と

し
た
歯
ざ
わ
り
、
味
の
良
さ
、
品
質
の
高

さ
で
人
気
が
高
い
町
自
慢
の
味
で
す
。
な

お
、
こ
の
も
や
し
に
使
わ
れ
る
「
小
八
豆

（
こ
は
ち
ま
め
）」
は
、
地
域
在
来
種
で
門

外
不
出
の
貴
重
な
豆
の
た
め
、
大
量
生
産

が
で
き
ず
希
少
価
値
が
高
い
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
で
く
だ
さ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
昭
和
27
年
、
こ
の
地
に
生

を
受
け
、
地
元
の
小
・
中
学
校
を
卒
業
し
、

青
森
県
立
弘
前
南
高
校
を
卒
業
後
、
千
葉

商
科
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
家
庭
の

事
情
か
ら
２
年
で
中
退
し
、
父
の
経
営
す

る
山
田
商
会
（
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
）
に

入
社
。
商
売
の
楽
し
さ
・
厳
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
仲
間
か
ら
商
工
会
青
年
部
に
誘
わ

れ
入
会
し
、
当
時
20
名
く
ら
い
の
会
員
と

と
も
に
、
町
で
開
催
す
る
「
つ
つ
じ
ま
つ

り
」「
ね
ぷ
た
ま
つ
り
」
等
の
イ
ベ
ン
ト

支
援
や
、
青
年
部
主
催
の
盆
踊
り
や
高
原

祭
り
等
を
開
催
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

近
隣
町
村
の
商
工
会
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
他
町
村
で
の
商
工
会
へ
の
補
助
金
額

に
倍
以
上
の
格
差
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

驚
き
、
町
が
リ
ゾ
ー
ト
開
発
企
業
に
は
莫

大
な
補
助
金
を
出
し
て
い
る
の
に
地
域
振

興
に
努
力
し
て
い
る
商
工
会
へ
の
補
助
は

大
変
少
な
く
、
地
域
間
で
の
格
差
が
あ
り

す
ぎ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
行
政
に
対
し
て

正
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
思
い
か

ら
、
政
治
家
を
志
し
町
議
会
議
員
選
挙
に

立
候
補
し
た
の
が
平
成
３
年
、
38
歳
の
時

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
４
期
16
年
間
、
町
議

会
議
員
を
務
め
ま
し
た
。
平
成
20
年
、
財

政
健
全
化
団
体
に
陥
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

町
は
破
綻
し
て
し
ま
う
と
の
思
い
か
ら
、

平
成
22
年
の
町
長
選
挙
に
立
候
補
し
当

選
。
町
民
の
皆
さ
ま
の
想
い
を
受
け
、
速

や
か
に
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
一
期
目

で
健
全
化
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
現
在
４
期
目
を
務
め
て
お
り

ま
す
が
、
町
の
財
政
状
況
も
安
定
し
て
き

て
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
住
み

た
い
・
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
の
で
き
る
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
日
夜
頑
張
っ
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

ス
キ
ー
と
温
泉
の
町

山や
ま

田だ

　
年と

し

伸の
ぶ

青
森
県
大お

お

鰐わ
に

町
長

2025年（令和 7年） 4月21日　12第3317号
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